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はじめに 

令和元年の「東日本台風（台風１９号）」は宮城県

伊具郡丸森町内で水害が発生したこと、そして線状降

水帯が発生したことでよく知られている。この線状降

水帯の発生について、私たちは「地形が作用したので

はないか」と仮説を立て研究に着手した。しかし研究

の過程で仙台管区気象台に相談したところ、丸森町内

での発生には地形の影響は少ないというお話をいただ

いた。 

このことから丸森町周辺で発生した線状降水帯につ

いて改めて調査したところ、「阿武隈高地付近で明ら

かに地形効果によると考えられる線状降水帯」を発見

した。ここから阿武隈高地と線状降水帯の関係につい

て考察した。 

 

研究等の方法 

(1) 用いたもの 

・Web AI CReSS SE（気象モデルの実行環境）※CReSS 

とは“Cloud Resolving Storm Simulator”の略称 

（著：国立大学法人岩手大学教育学部理科教育科 名越

利幸教授・国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学

宇宙地球環境研究所 坪木和久教授） 

・地理院地図（国土地理院）…色別標高図 

・気象庁アメダスの過去データ 

（2）方法 

①気象庁のアメダス過去データから、丸森町周辺にお

けるアメダスによる降水量観測値を時系列・各観測地

点について比較する。 

②Web AI CReSS SE を用い、台風が襲来した令和元年

１０月１１日・１２日・１３日について気象モデルを

シミュレーションする。 

③Web AI CReSS SE が示した「降水域」と「標高ごと

に色分けした地理院地図」を照らし合わせ、地形が線

状降水帯の発生にどのように作用したのか比較・考察

する。加えて丸森町の地形と線状降水帯の関係につい

ても再考を試みる。 

 

結果 

図１ 広野町付近（阿武隈高地）の地理院地図（色別

標高図）と Web AI CReSS SEの比較 

 

図１に示すように、強雨となった地域と阿武隈高地

が重なっていたことが分かった。 

そして丸森町についてもう一度地形との相関を考え

たところ、付近に山はあるものの、その標高は３００

ｍ程度であった。結果的に「山に沿った線状降水帯」

の発生も見られず、やはり丸森町での発生には地形の

関係は少ないと考えられる。 

図２ 丸森町付近の国土地理院地図（色別標高図）と

web AI CReSS SE の比較 

 

それに対し図２に示すように、阿武隈高地では最も

高い地点の標高は１１９３ｍであり、平均的な高さも

７６３ｍであった。この結果から、線状降水帯の発生

に地形が作用するには７５０ｍ近い標高が必要となる

と考えられる。 

 

考察 

今回の研究により、やはり丸森町で発生した線状降

水帯は地形的要因による要素は少ないと考えられる。 

それに対し、阿武隈高地では地形に沿って明らかな

線状降水帯の発生があった為、地形的要因が深く関係

していると考えられる。 

 

おわりに 

今回の研究では地形との関係が明らかになったが、

その詳細な条件は明らかになっていない。 

今後の展望として今回の場所以外でも同様の研究を

し、どの程度の標高で地形による線状降水帯への作用

があるのかをより鮮明にしていく。 
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